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（１）

（２）

本事業の成果

と上位施策と

の関係

概要

施策の概要及び達成目標のどこを達成しようとしているのか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

アウトカム

達成目標のうち、当該事業が具体的にどの達成目標にあたるのか分かるよう、該当部分を灰色に塗りつぶす 。

科学技術の国際活動の戦略的推進

施策の達成目標と当該事業の目的・事業概要の関連を整理し、また当該事業の成果と上位施策との関係を明確にする。

当該事業の目的・概要・アウトカム・アウトプットのうち、どこが特に関連しているか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

定量的な成果目標 採択された研究機関において、世界のトップクラスの研究機関との国際共同研究が促進 される。

成果指標

政策・施策・事業整理票

イノベーション創出に向けたシステム改革

採択された１研究機関あたりの国際共著論文作成数を指標とする。

アウトプット

日本の研究機関に所属する研究者を海外の研究機関に長期間派遣 する。

海外の研究機関に所属する研究者を招へい する。

7

オープンイノベーションを推進する仕組みを強化するとともに、社会との多様なステークホルダーとの共創を通じて、イノベーション創出を促すシステム構築を図る。

7-2

国際的な人材・研究ネットワークの強化 、戦略的な国際共同研究や交流の推進等に取り組むとともに、関係府省等との有機的な連携を図り、科学技

術のための外交を推進することにより、我が国の科学技術水準の一層の向上を図 る。

国際的な頭脳循環に対応するため、研究者交流等を通じて、優秀な研究者を育成・確保する とともに、戦略的な大学等研究機関間ネットワークを構

築する。

本事業における研究交流を通じて、上位施策の達成目標の一つである「研究者交流等を通じて、優秀な研究者を育成・確保するとともに、戦略的な大

学等研究機関間ネットワークのを構築」に資する。また、本事業の活動指標である派遣した研究者数及び招へいした研究者数は、政策評価における

上記測定指標の内数であるため、本事業の成果が政策目標達成に寄与している。

科学技術外交を活用しながら、先進国から途上国まで途切れずに、相手国・地域に応じた多様で重層的な協力関係の構築を推進する。

頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進事業

（頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣事業）

国際的な頭脳循環を促進することで、我が国の大学等の研究機関が世界のトップクラスの研究機関とネットワークを形成し、国際研究ネットワーク

の強化を図る。

高いポテンシャルを有する我が国の研究グループが特定の研究領域で国際研究ネットワークを戦略的に形成するため、大学等研究機関の国際戦略

に基づき、研究者を海外のトップクラスの研究機関へ長期間派遣するとともに、相手の研究機関からも研究者を長期間受け入れる ことにより、海外

のトップクラスの研究機関と特定の研究領域で強固なネットワークを構築する大学等研究機関の取組を支援 する。 (補助率定額)
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